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研究成果の概要 

初年度である 2024 年度は、予測・制御のための数理科学的基盤の創出を目指す中で、特に

DMR 粗面に関連する新たな理論的および実験的アプローチが確立された。流体科学研究所の

低乱熱伝達風洞内に磁力支持天秤装置を設置し DMR 粗面を用いた模型の空気抵抗の直接測

定に成功した。この成果は、流体の遷移現象を理解するための重要なデータとなり、数理科学的

基盤の創出に寄与する。また、共同研究者との連携を強化し、研究グループ間の協力体制が整っ

たことで、2025年度以降の基礎理論研究の取り組みが期待される。加えて、DMR粗面に関連する

特許の登録（特許第 7609489 号）は、その実用化への重要なステップとなり、航空機や船舶などへ

の技術展開が進行中である。この技術により、空気抵抗の低減が実現されれば、燃費の向上や

CO2 排出量の削減といった環境への貢献が期待され、社会・経済に波及効果をもたらすことが見

込まれる。研究成果は、産業界との連携を通じて具体的な社会的課題の解決に向けた道筋を提

供している。今後は得られたデータを基にさらなる理論的解析を行い、国際学術誌での論文発表

を行うなど国際的評価も得ていく所存である。 
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